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チベットにおける胎蔵大日如来と胎蔵曼荼羅の伝承
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ところが1959年 のチベット動乱以後、チベッ トで撰述された胎蔵曼荼羅の儀軌類が、チベ ッ
ト難民によって復刻印刷され、入手できるようになった。また近年は、チベット各地で発見さ




















2吐 蕃占領下のシルクロー ド地域における胎蔵大 日八大菩薩の作例
チベットでは、吐蕃時代 に遡 りうる胎蔵曼荼羅の作例は知られていないが、胎蔵曼荼羅の主
尊である胎蔵大日如来に八大菩薩を組み合わせた作例が、複数製作されていたことがわかった。
まず発表者が『敦煌 密教 と美術』で取 り上げた大英博:物館所蔵のSteinPainttngNo。50は 、い
ままで阿弥陀八大菩薩と考えられていたが、胎蔵大日八大菩薩の作例と考えるべきである。こ
の作品については、すでに拙著で論 じたので詳説しないが、八大菩薩のうち4尊 には、チベ ッ
ト語で銘文が記入されてお り、吐蕃占領下の敦煌で製作されたものと推定される。
また安西楡林窟第25窟 からも、吐蕃占領前期(776～781年)の 成立 と考えられる禅定印を結ぶ
菩薩形の盧舎那仏 と八大菩薩の壁画が発見 されている。本尊盧舎那仏の左右 には、4尊 つつ八
大菩薩が配されるが、このうち左辺(向かって右)の4尊 は、壁面の損傷により失われている。


























いっぽう中央チベットに目を転 じると、775年 に定礎 したサムイェー寺のウツェ大殿 に、本尊
仏 と八大菩薩の組み合わせが見られる。(52頁 参照)
チベットの仏教史書『王統明示鏡』によると、ウッェの1階 はチベット式で、釈迦如来の霊像
を本尊 として、左右には八大菩薩 と喜吉祥菩薩dGa'ba'idpalと 維摩居士、不動 ・降三世の二大
明王の合計13尊 が安置された。また八大菩薩の安置状況は、釈迦如来を本尊として、右側に(虚
空蔵)・弥勒 ・観音 ・地蔵、左側 に普賢 ・金剛手 ・文殊 ・除蓋障であったとされている。




さらに3階 はインド式 として、「一切に面する」つまり四面の毘盧遮那仏を本尊 として、その
四方に2尊 つつ八大菩薩を安置 したと伝えられる。これはオリッサのウダヤギリ仏塔や東寺五
重塔、さらにジャワのチャンディ ・ムン ドゥーに類似する形態といえよう。


















m㎞ 、すなわち「色究竟天」と呼ばれると報告 している。これは同地に、五仏(サ ンギェー ・リク
ガ)を安置するもう一つの大日如来堂(これも文化大革命中に破壊)があり、それと区別するため
の呼称 と思われるが、前述の『眷属を伴 う毘盧遮那讃』に通 じる思想 として注目される。






尊が安置されていたという。これはおそらく、不動 ・降三世の二忿怒が、2体 の不動尊 と誤伝
されたものであろう。
これによって、五仏堂の本尊が金剛界大日であるのに対 し、オクミン大 日如来は胎蔵大 日で
あったことが確認された。
4東 チベ ットに見 られる2件 の現存作例
いっぽう東チベ ット(チベット自治区チャムド地区)のチャム ドゥンと、同 じ東チベットなが
ら現在は青海省に属するジェクンド地区(玉樹県)の ビド'Bismdoか らも、禅定印を結ぶ胎蔵大
日と八大菩薩の摩崖仏が発見された。これらの摩崖仏の成立年代は、銘文によってチャム ドゥ
ン像が804年 、ビド大日如来堂像は806年 であることが判明 している。
この両遺跡は、外国人の立ち入 りが規制されている地域 にあるため、細部の写真を入手する



































他 ないため、不明な点も残されている。しか し9世 紀初頭の八大菩薩像で、尊名を記 した銘を
もち、持物が明確に判別できる作例は稀なので、今後胎蔵大日八大菩薩の図像を研究するため
の、貴重な資料となることは疑いない。
このように胎蔵大 日と八大菩薩の組み合 わせは、吐蕃占領下のシルクロー ド地域とチベット
本土で、かなりの造像例が確認されている。
5チ ベ ット系の胎蔵曼荼羅の作例
チベ ッ ト系 の胎蔵曼荼羅の作例 としては、 ローケシュ ・チ ャン ドラ博士 によって刊行 された
孟くセω 冗bθめMo%goZPα%診 んθoηの曼荼羅 集の 中に、胎蔵曼荼羅の 白描画が収録 されてい る。
これは ゴル寺 タルツェ僧院長であったソナム ・ギャムツォ氏が秘蔵 していた資料 を底本 とした
もので、その後原本 も『西蔵曼荼羅集成』と題 する豪華本 として刊行 され、 カラー図版が参照で
きるようになった。
い っぽ う富山県[立 山博物館】が購入 した作 品は、様式 的には19世 紀 の作 と思 われるが、 ゴル
版 よりも版形が大 きく、一尊一尊 の図像が 明瞭に判別で きるので、図像学的 には貴重 な資料で
あ る。
さらにロ ンドンの古美術商AmaMariaRossi&FabioRossiが1993年に出版 した乃わθ諭ηPα翩 θα
Mα翩 α儒 にも胎蔵 曼荼羅の写真が掲載 されている。 この曼荼羅は、様式的に13世 紀 に遡 りうる
美 品であるが、 ローケシュ ・チ ャン ドラ版 と同 じく、主尊の大 日を東面 させるなど、異色の配置















い。発表者が、その図像を解析 した ところ、チベッ ト語の資料では、パ ンチェンー世ロサン
チューキギェンツェン(1570-1662)の 胎蔵曼荼羅儀軌に最 もよく一致することがわかった。
これらチベット系の胎蔵曼荼羅を日本の作例 と比較 して、注 目すべ き特徴としては、以下の
諸点が挙げられる。
①中台八葉 には毘盧遮那のみで、四仏四菩薩を描かない。





















では「謂虚空無垢 金剛輪及牙 妙住與名称 大忿(分)及 迅利 寂然大金剛。并及青金剛 蓮華
及廣眼 妙金剛金剛 及住無戯論 無量虚空歩」と十六尊の執金剛が説かれている。ところがチ


























資料を蒐集するように依頼 した。これは、ツェテン ・シャプ ドゥンの『蔵族歴史年鑒』により、
アム ドのゲルク派の本山ラブラン寺(甘粛省夏河県)の時輪学堂に、1861(辛 酉)年から『大日経』
のコースが併設 されたことを知っていたので、何 らかの資料があると予想 したか らである。
そして服部氏がもたらした資料と情報は、予想をはるかに上回るものであった。アム ドでは、
















53cm、富山県[立山博:物館】本が51.5cm四 方であり、諸尊の尊容を詳細に検討するには小 さす ぎ
た。これに対 して普賢堂壁画では、一尊のサイズが大 きいばか りでな く、各尊が一々丹念に描
かれており、資料的価値は高い。
いっぽう同 じ2層 にある不空羂索堂(ト ゥンシャク ・ラカン)には、胎蔵曼荼羅諸尊の壁画が
遺 されている。
不空羂索堂の壁面は、東壁の一部がひび割れのため損傷 してお り、剥落 した部分が補筆され
ている。 しかしその他は、当初の状況を留めると推定 される。
東壁は中央に全段突き抜けで1.胎蔵大日を大きく描 き、その向かって左 に3観 音、右に10.金




配置か ら考えて、88無 垢光、90髻 設尼 と推定される。
いっぽう西壁は、入口の左右で諸尊の配置が異なる。このうち入口向かって左側は、縦長の


























9世 紀に存在 したことがわかる。そして後世のチベ ットでは、胎蔵大日に代わって金剛宝座型
の釈迦如来に入大菩薩を配する様式が、一般的になった。
ラトナギリ第1祠 堂中庭像の成立年代については諸説あるが、宮治昭教授は8～9世 紀とし
ている。いっぽうマラン ドラは、インドにおいて本尊と入大菩薩 という組み合わせが完成す る























ソンツェンガムポの治世(7世 紀前半)に 、『大日経』がすでに伝播 していたと見るのは、時代
錯誤の可能性が強い。 しかし胎蔵大 日を本尊 とするオクミン大日如来堂が、金剛界五仏 を祀る
五仏堂より先行 したというのは正しい所伝であり、中央チベ ットにおいても、インドにおける
密教の展開を反映して、金剛界系の図像が、しだいに胎蔵系に置き換わった証左 と考えられる。
また今回の考察によって、本尊仏 と八大菩薩に、さらに2尊 を加えて十大菩薩 とする方軌や、







役割を果た したことがわかっている。(49頁参照)ま た不動 ・降三世の二尊構成は、胎蔵曼荼
羅の持明部 と共通してお り、これも『大日経』系 ということができる。












インドで7世 紀から8世 紀にかけて流行 した胎蔵系の密教図像は、その後 インドではしだい




チベットにおける胎蔵大 日如来 と胎蔵曼荼羅の伝承 と作例について
胎蔵界曼荼羅 と八大菩薩
























阿 遮 毘 華 開




























































1.主 尊+八 大 菩 薩
① 禅定 印
A.胎 蔵 大 日 ラ ト ナ ギ リ 胎 蔵 大 日 ・敦 煌 出 土SteinPaintingNo.50
ビ ド 大 日 如 来 堂 ・ チ ャ ム ド ゥ ン 摩 崖 仏
B.阿 弥 陀 開法寺 板彫 阿弥 陀 曼荼 羅
②転 法 輪印 エ ロー ラ第12窟1階 ・ウ ダ ヤ ギ リ転 法 輪 印 如 来 像
③触 地 印 ラ トナ ギ リ 第1祀 堂 像 ほ か
2.主 尊+八 大 菩 薩+二 菩 薩
① 禅 定 印 胎蔵 大 日八大 菩 薩仏 龕(潅 頂菩薩+摩 頂菩 薩)
エ ロー ラ石窟 八 大菩 薩 曼荼 羅(脇 侍 は払子 を持 つ)
② 説 法印 r文 殊 師利 法宝 蔵 陀羅 尼経 』(維 摩 を含 む)
③ 触地 印 韓 国 慶 州 石 窟 庵(維 摩 を含 む)
エ ロ ー ラ 第12窟2階 ・3階(脇 侍 は 払 子 を 持 つ)
3.主 尊+八 大 菩 薩+不 動 ・降 三 世
① 禅定 印 尊 勝 曼荼羅(不 空系)
ネーサ ル の大 日如 来 堂(寺 伝 では不 動が 左右2体)
4.主 尊+八 大 菩 薩+二 菩 薩(維 摩 を含 む)+不 動 ・降 三 世
①禅 定 印? 『眷 属 を 伴 う 毘 盧 遮 那 讃 』
②触 地 印 サ ム イ ェ ー 寺 ウ ツ ェ1階
5.主 尊+八 大 菩 薩 』+二 菩 薩(維 摩 を 含 む)+金 剛 力 士
禅定 印? サ ム イ ェ ー 寺 ウ ツ ェ2階
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チベ ットにおける胎蔵大 日如来と胎蔵曼荼羅の伝承 と作例について
本 発 表 で 紹 介 した 作 例 に お け る 八 大 菩 薩 の 配 置






































ビ ド摩 崖 仏(r中 国 蔵 学 』)
弥 虚 普 金
勒 空 胎 賢 剛
蔵 蔵 手
大
地 観 日 文 除
蔵 音 殊 蓋
障
八 大 菩 薩 曼 荼 羅(エ ロ ー ラ12窟2階)ウ ダ ヤ ギ リ の八 大 菩 薩











※地蔵 と除 蓋障 に関 して は頼富説 と松長 恵史 説が異 なる
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田中 公明
『文 殊 師 利 法 宝 蔵 陀 羅 尼 経 』(大 正 蔵20/794b)
ニ ュ ー デ リー 国 立 博 物 館 蔵(宮 治 昭 説)
サム イ ェー 寺 ウツ ェ1階 物 　 寺 ウツ エ2階
無 虚 普 観 文 釈 弥 無 除 月 金
尽 空 賢 自 殊 迦 勒 垢 一 光 剛
意 蔵 在 師 牟 称 切 蔵
利 尼 障
虚 地 文 観 触 弥 金 普 除 .
空 蔵 殊 音 地 勒 剛 賢 蓋

























(王 統 明 示 鏡+現 状[2001年])
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虚 空蔵 普 賢
弥 勒 金剛 手
観 音 文 殊
地 蔵 除蓋障
喜 吉祥 維 摩居 士
忿怒 カ ン 忿 怒キ ン
(王統 明示鏡 ・現 状で は本 尊が 入れ替 わ って いる)
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[Abstract] 
   Materials Concerning the Vairocandbhisambochisutra (Dainichikyo) and 
               the Garbha jaizo-) Mandala in Tibet 
                        TANAKA Kimiaki 
                                The EasternInstitute,Inc.
  The Ryo-kai Mandalas that were conveyed to Japan from Tang China at the beginning of the ninth 
  century did not only constitute the center for the Buddhist icons in Japan, but they also affected the 
  entire culture of Japan as well. Among these, sources related to Vajradha-tu (Kongo-kai) Mandala are 
  relatively abundant as the original shape in India, or documentary records and drawings in Nepal 
  and Tibet, where the Mandalas were inherited, are preserved. However, as much as the Garbha 
  jaizo-) Mandala is concerned, there are very few documentation left today as esoteric Buddhism 
  based on the Vairocana-bhisambodhisu-tra waned in India quite early. Still it was known that 
  Vairocandbhisambodhisu-tra was conveyed from India to Tibet during the Tu-fan (0±9) era, and 
  although they are very rare, there still are examples of Garbha Mandala in Tibet. 
    Several examples of Garbha Mandala of Tibet such as the mandala that Rev.bSod-nams rgya-
  mtsho brought with him during his exile, or that preserved in the Tateyama Museum in Toyama 
  Prefecture were known heretofore, yet I have been able to collect documentary records, line 
  drawings, and photographs in amounts that exceeded expectations during the investigations for the 
  restoration works on the Tibetan version of Ryo-kai Mandalas, undertaken between 1994 and 1996 
  at "Toga Meditation Museum" in Toyama Prefecture. Based on that study it appeared that examples 
  of Garbha Mandala of Tibet revealed considerable differences from each other concerning the 
  disposition of each deity, or their iconography. 
    The thang-ka that Rossi and Rossi in London put on sale in 1993 is the oldest article with the 
  possibility that it can be dated to as early an age as 13th century, and the main image on it faces 
  east, and the arrangement of each other image is reverse. And on the upper story of four gates four 
  Buddhas of Garbha Mandala (Taizo--shibutsu) are depicted. On the other hand there are wall 
  paintings of Garbha Mandala images in Kun-bzang Lha-kbang (Samantabhadra-chapel) and Don-
  zhags Iha-khang (Amoghapa-~a-chapel) at dPal-khor chos-sde Pagoda (early 15th century). 
  The transmission of Vairocan5bhisambodhisu-tra and Garbha Mandala in Central Tibet has basically 
  ceased, yet I discovered that the transmission is still alive in Amdo (Northern Tibet) in a very 
  limited manner. There are lectures on Vairocana-bhisambodhisu-tra in the Dus-'khor grva-tshang 
  (Kdlacakra College) in the Labrang monastery (Kansu,China) and I have succeeded in 
 photographing the thang-ka of the Garbha Mandala kept in the Dus-'khor grva-tshang during my 
  1996 searches. The Labrang version resembles with the Tateyama Museum version, and seems to 
  support my estimations that this piece was Amdo origin. 
    I have also obtained numerous wood prints on rituals (giki) preseved at the Labrang monastery. 
  These contain texts whose existence were already known, or even reproduced as the Panchen Lama 
  1, and Panchen Lama III's ritual manuals on Garbha Mandala, but they also contain such texts as 
  bTsun-gzugs shes-rab rgya-mtsho's 62-folio manual which were hitherto unknown. bTsun-gzugs 
  shes-rab rgya-mtsho's birth and death dates are unclear, I have heard that he was a learned priest 
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   pursuing his studies at the Dus-'khor grva-tshang in the Labrang monastery. 
     On the other hand, I have been able to obtain from the Rva-rgya monastery at Chinhai Golok 
   Prefecture, the copies of the Samaya Mandala in line drawings that froms the rough design of the 
   Sand Mandala, and also the copies of the woodblocks and the manuscripts of ritual manuals kept at 
   the same monastery. Part of these documents, such as the Panchen Lama's rituals as mentioned 
   above are already known, yet there also texts such as the iconometrical notes of the Garbha 
   Mandala even the existence of which were hitherto unknown. 
     In this presentation, I will attempt to shed light on the enigma of the Vairocandbhisambodhisu-tra 
   in Tibet and the Garbha Mandala, and make comparisons with the pieces in Japan, and outline their 
   characteristics, based on the paintings and documents mentioned above. 
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